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2015 年 3 月 12 日と 13 日に、本研究所のグループ研究「方法としてのドキュメンタリーの
生成とアジアにおける発展」が、胡傑監督のドキュメンタリ 『ー星火』の上映・討論をおこなっ
た。本稿はそれをふまえて、この作品に対して初歩的な探索を加える。 
胡傑監督は 1958 年 4 月生まれ、山東の人である。現在まで 30 篇ほどのドキュメンタリーを
作っているが、そのすべてが中国当局の映画検閲を受けていないインディペンデント映画（中




は、2014 年 12 月 31 日に胡傑監督『星火』に対して「独立精神賞」を出した（審査員は郭力
昕・吳文光・楊荔鈉）。おそらく中国ではまだ公開上映されていないが、一部の愛好者の間では
鑑賞されているらしく、インターネット上には感想や意見が出ている。また、インターネット
上の掲出によると、2014 年 4 月 3 日に香港中文大学で、10 月 12・16・19 日に台北の第九回
「台灣國際紀錄片影展」で上映されたようである。台湾ではアジアンパースペクティブコンペ
優等賞（中国語「亞洲視野競賽優等賞」）・華人ドキュメンタリー賞審査委員特別賞（中国語「華
人紀錄片獎評審團特別獎」）をとっている。また、パリの現代中国研究センタ （ーCentre d’études 
français sur la Chine contemporaine）主催による討論会「毛沢東時期の民間記憶とその歴史









                                                          
1 銭理群『毛沢東と中国』第 3 章で林昭について、また第 7 章でこの事件について詳しく論じている。阿
部幹雄ほか訳、青土社、2012 年、上巻 414 頁以下。 














1956 年 4 月 25 日、毛沢東は中国共産党中央政治局拡大会議で「百花斉放、百家争鳴」の方
針を打ち出し、大衆が共産党に対して意見・批判を出す「大鳴大放」をよびかけた。これに答













1956 年 4 月 25 日 毛沢東が「百花斉放・百家争鳴」を指示。 
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1957 年 2 月 27 日 毛沢東「人民内部の矛盾を正しく処理する問題について」。 
1957 年 5 月 1 日 中共中央「整風運動に関する指示」が『人民日報』に登載。 




1958 年 5 月 5～23 日 中共第 8 回党大会第 2 回会議。大躍進を肯定、毛沢東が社会主義総
路線を提示、10 月までに人民公社化が全国で実現（「三面紅旗」）。 
1959 年 5 月 張春元・顧雁・胡曉愚・孫和が天水の馬跑泉公社で地下組織の結成を相談、
農民暴動あるいは政変の惹起の可能性を話し合う。顧雁が刊行物『星火』を
提案。 
1959 年 10 月 向承鑑が華北に出張、各地で餓死者を目撃、兄と議論。 
1960 年 1 月 『星火』第 1 号が出来。 
1960 年 2 月 鄧得銀が四川の餓死者の悲惨な状況を星火メンバーに知らせる。 
1960 年 3 月 このころ武山県だけで 1 万人以上の餓死者が出ていると杜映華らが認識。 
1960 年 4 月 張春元・苗慶久が上海南匯瓦硝公社黑橋の顧雁のところに集まり、『星火』を
中共の最高指導層に発送することを議す。また張春元の「論人民公社」が出
来したら、印刷して全国の公社書記以上の幹部に配布することを議す。 
1960 年 8 月 張春元が向承鑑に電話し、暗号でメンバーの検挙が始まったことを伝える。 
1960 年 9 月 30 日 向承鑑・杜映華ら武山のメンバーが一斉検挙される。 






ようである。共産党側の資料によれば、彼は 1957 年 5 月に「高等教育がわからない人間に高
等教育学校（大学）をやらせて、どうして学校をうまくやれるだろうか？こういう状況なら、
高等教育学校の党委員制を取り消すべきだ」と意見している3。このため、反右派闘争が始まる
                                                          
3『高等学校右派言论选编』中共中国人民大学委员会、1958 年 8 月（宋栄毅主編『中国反右運動数拠庫』
香港中文大学中国研究服務中心、2010 年）。 



























                                                          
4 高爾泰『尋找家園』広州、花城出版社、2004 年。高爾泰も夾辺溝での労働経験がある。 
5 和鳳鳴『経歴―我的 1957 年』敦煌出版社、2003 年修訂版を参照。また、和鳳鳴へのインタビューをま
とめた王兵監督のドキュメンタリー『鳳鳴―中国の記憶』シネマクガフィン（発売）、2013 年。 
6 胡傑監督のドキュメンタリー『林昭の魂を探して』に採られている。 
7 Jasper Becker, Hungry ghosts : China's secret famine, Holt Paperbacks,1998（ジャスパー・ベッカー
『餓鬼（ハングリー・ゴースト）: 秘密にされた毛沢東中国の飢饉』川勝貴美訳、中央公論新社、2012 年）。
楊継縄『墓碑: 中国六十年代大饑荒紀実』（第 5 版、修訂版）香港、天地図書、2008 年（『毛沢東大躍進秘
録』伊藤正・田口佐紀子・多田麻美訳、東京、文藝春秋、2012 年）。本書では、個別の地域の具体的状況
について、档案資料とオーラル・ヒストリーを駆使して叙述されている。 
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－ 14 － 
 「反浪費反保守」は 1958 年 2 月に始まった、浪費や保守的態度を大字報などによって相互
に摘発する運動である。「交心」は、自身の内心の非社会主義的思想を告白させる運動で、1958
年 3 月から 7 月にかけておこなわれた8。「抜白旗」は、1957 年 5 月から始まった、右傾思想
を批判して新たな技術革新を出すよう求めた運動である9。これらによって、農村には新たな階


























                                                          
8 倪春納「交心運動与反右運動弁析」『中南大学学报（社会科学版）』第 18 卷第 2 期、2012 年 4 月。 
9 王軍「“插红旗、拔白旗”运动始末及评价」『党史研究与教学』2002 年第 5 期。 































































































                                                          
10 土屋昌明「中国の「民間ドキュメンタリー」とはなにか―胡傑監督へのインタビュー」『専修大学社会科
学研究所月報』598 号、2013 年 4 月 20 日。 
11『林昭文抄』（甘粋氏 2000 年 7 月 11 日抄本）。宋永毅編前掲書による。 
12 譚蝉雪『求索──蘭州大學右派「反革命集團」紀實』香港天馬出版社、2010 年。本書には『星火』登載
論文の全文が紹介されているほか、向承鑑の日記も抄出されており、資料価値が高い。 
